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議案第 ３号  牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

議案第 ４号  牛久市介護保険条例の一部を改正する条例について 

議案第 ５号  牛久市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例 

        の一部を改正する条例について 

議案第 ６号  牛久市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に 
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                午前１０時００分開会 

○守屋委員長 おはようございます。 

 開会前なんですけれども、時間早いんですが、ただいまから教育民生常任委員会を開会させて

いただきます。 

 本件の審査は、分割して行います。 

 まず、教育委員会所管について問題に供します。 

 本日説明員として出席した者は、副市長、教育長、教育部長、教育委員会次長兼教育企画課長、

教育委員会次長兼生涯学習課長、学校教育課長、指導課長、文化芸術課長、スポーツ推進課長、

中央図書館長であります。書記として山口君、田上君が出席しております。 

 本委員会に付託されました案件には、 

 議案第 １号  牛久市住井すゑ文学館の設置及び管理に関する条例について 

 議案第 ３号  牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ４号  牛久市介護保険条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ５号  牛久市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条 

例の一部を改正する条例について 

 議案第 ６号  牛久市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等 

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の 

一部を改正する条例について 

 議案第 ７号  牛久市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を 

定める条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ８号  牛久市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに 

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方 

法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

 議案第１３号  令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号） 

         別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

 議案第１４号  令和２年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 議案第１５号  令和２年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 議案第１６号  令和２年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

 意見書案第１号 義務教育における３０人以下学級の実現を求める意見書の提出について 

 以上１２件であります。 

 そのうち、教育委員会所管の案件は、 

 議案第 １号  牛久市住井すゑ文学館の設置及び管理に関する条例について 

 議案第１３号  令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号） 

         別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

 以上２件であります。 

 なお、会議録を作成しますので、マイクを使用して発言いただきますようお願いいたします。
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また、執行部におかれましては、所属を述べた後に議案説明、答弁等をお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 議案第１号牛久市住井すゑ文学館の設置及び管理に関する条例についてを議題といたします。 

 議案第１号について提案者の説明を求めます。文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 文化芸術課糸賀でございます、よろしくお願い申し上げます。 

 私のほうから、議案第１号牛久市住井すゑ文学館の設置及び管理に関する条例についてご説明

を申し上げます。 

 まず、条例制定に当たりましては、平成３０年に住井すゑの遺族から市に寄贈されました城中

町の土地、建物につきまして、本年度中に建築工事が終了いたしまして、来年度令和３年度の秋

頃に開館、公開する予定でおり、施設の設置及び管理について定める条例を上程するものでござ

います。 

 名称及び施設の構成でございますが、名称は牛久市住井すゑ文学館、個人でなく文学作品功績

を検証するべく記念館ではなく文学館という名称を定めております。建物につきましては、３つ

の建物と駐車場から成ります。まず、管理棟は事務室、資料収蔵スペース、展示棟につきまして

はメインの展示スペース、抱樸舎につきましては、フリーの展示室とトイレを隣接する予定でお

ります。平本邸につきましては除却いたしまして、第１駐車場とし、１０台を有する予定でおり

ます。そのほかに第２駐車場に１０台、計２０台分完備いたしまして、大型バスでの来場者に対

しましては得月院駐車場に停めていただき、そこから徒歩で来館していただく方向で考えており

ます。 

 入館料につきましては、展示棟のみ有料といたしまして、入館料１００円、ただし、敷地内及

び抱樸舎入場は無料とすることを考えております。初年度の年間来館者見込みにつきましては、

５，０００人を想定しております。次年度以降は、１万人年間想定をしております。 

 当文学館の所蔵する資料につきましては、他の資料館や文学館のものとは異なり、ほかにはな

い唯一無二の市民の貴重な財産であるとの意識づけと自覚を市民に持っていただくため、有料と

することを考えております。 

 開館時期につきましては、来年度改修工事終了後に展示の設営、そして資料整理に５か月から

６か月を要することが見込まれるために、秋頃に予定をさせていただいております。なお、開館

日よりその月の末日までは入館料無料期間といたしまして、市内外へ周知広報する期間としたい

と考えております。 

 また、休館日、それから開館時間などにつきましては、教育委員会規則により別途定めてまい

る予定でおります。 

 説明は以上です。 

○守屋委員長 これより議案第１号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方は

御発言願います。石原委員。 

○石原委員 おはようございます。数点お尋ねしたいと思います。 

 まず１点目でございますが、これ開館後、管理はどなたが行うんでしょう。市が直接職員を常
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置して行うのか、それとも他の団体等への委託を考えているのか、お答えをいただきたいと思い

ます。 

○守屋委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 管理につきましては、シルバー人材センターのほうに委託いたしまして、

なるべくそのシルバー人材センターの構成員の中でも、地元の方を登用させていただいて、周辺

を含めた説明をしていただけるような形を考えております。 

 以上です。 

○守屋委員長 石原委員。 

○石原委員 管理の方法は分かりました。 

 そうしますと、年間の維持管理費というのはどのぐらいを想定していますか。 

○守屋委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 年間維持管理費につきましては、約９００万円を想定しておりまして、こ

ちらには光熱水費、植栽管理委託料、警備のほか、もろもろ入ってございます。 

 以上でございます。 

○守屋委員長 石原委員。 

○石原委員 その維持管理費には入館料を当てて、プラス含めて合計で、全体で９００万円とい

うふうに理解してよろしいですか。 

○守屋委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 こちらの９００万円につきましては、出ていく分、歳出につきまして、こ

ちらこのぐらい考えておりまして、それに充当する部分として入館料、初年度につきましては１

００円掛ける５，０００人分ですね。このぐらいを考えております。 

 以上でございます。 

○守屋委員長 ほかにございますか。杉森委員。 

○杉森委員 １回目に４点だけ、質問しちゃいます。 

 １つは、管理人の方を置くというのはいいんですけれども、住井すゑさんについて説明をされ

る方というのはどういうふうに確保しようとしているのかということ。説明員を置けとまでは言

いませんけれども、例えば団体が来たときに対応するですとか、そういう必要が出てくるんでは

ないかというふうに思います。 

 それから、この住井すゑ文学館を市内の特に小中学生だと思いますけれども、それの教育にど

のようにリンクすることを考えているのかということがもう１点。 

 それから、授業としてすゑに関する資料の展示というふうに書かれているわけですけれども、

資料を展示するということだけではなくて、住井すゑに関する様々な研究ですとか、論文とかそ

ういうのもあるかというふうに思いますけれども、関連のそういう様々な資料やなんかの整理、

あるいは文学館というふうな名称ということもありますから、関連する文学の世界に関する資料

の整理なども含めて、授業というのを発展させて、それらを発表するというふうなこともこれか

ら考えていく必要があるのではないかというふうに思いますけれども、その点についてはどのよ
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うなお考えかと。 

 それから、修理をしたということで、多分耐震関係は配慮された修理になっているんだろうと

思いますけれども、防火のところはどういうふうな形になっているのかということをお聞きしま

す。 

○守屋委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 それでは、１点目からお答えしたいと思います。 

 まず、管理につきましては常時２名のシルバー人材センターを配置する予定ではおりますが、

当然説明員といたしまして、例えば団体ですとか事前に予約をいただいているものにつきまして

は、こちらの文化芸術課の学芸員がそれに当たる予定でおります。 

 続きまして２点目、市内小中学校との連携につきましては、当然抱樸舎、先ほどちょっと申し

上げましたが、そちらの活用を最大限にしながら、例えば子供たちの新聞や作品をそこに飾った

り、あるいは郷土検定を、郷土検定に代わるものも含めまして、そういったものを展開していっ

たり、そういったものも考えております。いずれにしましても、まずは学校との連携を第一に考

えながら、いかに郷土の偉人の功績を若い方に知っていただくかについて、尽力してまいりたい

と考えております。 

 ３つ目でございますが、授業として資料の展示を含めどのように発展させていくかということ

でございますが、前にも述べました、当然連携の中で、まずは学校の総合的学習の時間ですとか、

社会科の時間ですとか、そういったものに組み入れていただけるかも含めて、学校側とよく協議

させていただきながら、学校側の御負担にならないような形で連携をしてまいりたいと考えてお

ります。１つとしては、例えば土曜かっぱ塾などでしたならば、学校側にあまり御負担にならず

に子供たちも興味を持って学んでいけるという部分があるかと思いますので、そちらにつきまし

てはもう既に連携させていただきたいということで話をしてあります。また、図書館との連携と

いうのも考えておりまして、そちらにつきましても司書さんのいろんなアイディアをこちらの学

芸員とすり合わせながら、皆に功績を残していける形で知っていただくための方策を考えてまい

りたいと考えております。 

 ４つ目につきましては、すみません、杉森委員。防火ということでよろしいですか。（「は

い」の声あり） 

 防火につきましては、ちょうど昨日でございますが、消防のほうの点検に入っていただきまし

て、そちらの指導の下に消火器を２つまず整備して、それから防犯カメラのほうは１５台、当初

予算に載せてございますし、なおかつあちらは５０人以上というか、その防火管理者を置く規模

ではないということも昨日確認しておりますので、防火管理者は置きませんが、消防計画という

ものは当然立てていく予定でおります。 

 以上です。 

○守屋委員長 杉森委員。 

○杉森委員 授業のほうのことは、学校と図書館と連携していくというのはいいかというふうに

思いますけれども、やっぱりある意味学術的な内容にも関わっていくようなことになると思いま
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すので、やっぱりそういう意味で言うと、市内の人も含めてですけれども、いろいろな研究者で

すとか、学者の方々のお知恵をどのように集めていくのかということも大事なことになりますの

で、そういった意味での広がりというところはかなり意識して進めていってもらいたいなという

ふうに思います。これは要望です。 

○守屋委員長 ほかにございますか。遠藤委員、お願いします。 

○遠藤委員 それでは、私のほうからも数点質問したいと思います。 

 まず、先ほどの説明では開館時間とか、そういうものについては教育委員会の規則で定めると

いう説明がありましたが、大体どのくらいの時間を想定しているのか、その辺を伺います。 

 それと入館料が１人１回１００円ということなんですけれども、この１００円にした理由です

ね。 

 それと先ほどその入館料については支出のところに関係してくると思うんですけれども、その

入館料の使い道、それをどういうふうに考えているのか。 

 それとこの附則のところで、入館料等の特例で９月３０日までは無料ということなんですが、

この理由ですね。その辺を伺います。 

 もちろんここは文学館ということでは飲食は禁止だと思うんですけれども、例えば駐車場がご

ざいますね。その駐車場でのそういうものについてはどうなのか。 

 それとトイレの設置場所、先ほど抱樸舎のほうと、それからあちらのほうにあります特別院の

ほうに多分あると思うんですが、その辺の確認をしたいと思います。 

 以上です。 

○守屋委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 お答えしていきたいと思います。 

 まず、開館時間でございますが、規則のほうで午前９時から午後４時３０分までとすることを

考えております。ただし、教育委員会が必要と認めたときは、開館時間を変更することができる

という内容とさせていただいております。 

 続きまして、１００円の根拠でございますが、こちらにつきましては冒頭の御説明でも申し上

げましたとおり、まず住井すゑ文学館につきましては、他の近隣市町村にあります例えば農機具

を展示しておりますとか、レプリカを展示してあるとか、そういったものとは全く異なって、唯

一無二の１つしかない住井すゑの資料ですね。万年筆ですとか入稿原稿、そういった貴重な資料

を有するということを第一に考え、また地元の方に愛していただける、愛着を持っていただける

ものであるという意識づけのために、１００円と設定させていただいております。 

 続きまして、この１００円の使い道と申し上げますか、充当の件でございますが、こちらにつ

きましては先ほどの石原委員の質問でもお答えさせていただきましたとおり、まずは運営経費の

ほうに充当することを考えております。 

 続きまして、こちらの開館を９月と予定しているんですが、９月いっぱいまで無料とする内容

につきましては、まずは広く周知広報させていただくんですが、あまり期間が長過ぎますと間延

びしてしまうだろうというのもございますので、まずは開館したその月に限定して、そこだけ無
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料とさせていただきたいという思いから、あえて短く設定をさせていただいております。 

 ５番目でございますが飲食についてということで、まず敷地内につきましては、今のところ入

館料を取るのは展示棟だけですので、中のその外構部分につきましてはフリーで皆さん散策して

いただく予定でいるんですね。ですので、そちらのほうには自販機を設置するなどいたしまして、

休める場所も考えておりますので、駐車場につきましては今のところ、そういった自販機ですと

か飲食の物は置かないという予定で考えております。 

 最後にトイレの件でございますが、トイレは抱樸舎のところに併設させていただいているんで

すけれども、そちらに男女とあと多目的トイレのほうを考えておりますので、そちらとそれから

従来ある雲魚亭のほうですか、そちらのほうと併せましてということですね。 

 以上でございます。 

○守屋委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 この展示棟につきましては１００円という、やはり無料ということもあれなんでし

ょうけれども、ある程度そういう入館料を取りながら、そういうことで維持をしていくというこ

とは理解しました。 

 ただ、いろいろと貴重なものなんかもあるので、その保管管理というか、盗難だとか破損をし

たりとか、そんなようなことなんかも十分考えられるので、その辺の体制はどうなっているのか

を伺いたいと思います。 

 それとこのトイレのほうなんですけれども、これはもちろん男女と多目的というんですけれど

も、これはもちろん洋式になっているのではないかと思うんですか、その辺をちょっと確認をし

たいと思います。 

 それと、先ほど９月３０日までと、開館するのはたしか秋頃と言っていたので、この期間が９

月３０日というのは、例えば９月にやって１か月ぐらいだけ無料なのかどうかね。ちょっとその

辺をもう一度確認をしたいと思います。 

 以上です。 

○守屋委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 まず、ちょっと説明足りないところがございましたので、そちらから御説

明させていただきますと、１００円の根拠につきましては、まず展示規模だけ見たときに、近隣

のつくばみらい市にあります間宮林蔵記念館とほぼ同規模の展示の内容、規模的には有するもの

で、そちらを参考とさせていただいた上で、しかも先ほど申し上げましたように、唯一無二の資

料が展示してあるという意識づけのために１００円ということで考えております。 

 また、その中にあります貴重な資料につきましては、防火金庫というんでしょうか、火で燃え

ない金庫ですね、そちらを幾つか、本物についてはそちらにしまうと。展示するものについては

ある程度複製、レプリカですとかそういったものを飾り、本物につきましては例えば閉館すると

きには耐火金庫にしまうという形で、耐火金庫を幾つか購入することを考えております。 

 また、防犯カメラを１５台、各所に外回りも含めまして設置する予定でおりますので、そちら

で２４時間監視ということは考えております。 
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 続きまして、トイレにつきましてですが、トイレにつきましては全て洋式を考えておりますの

で、以上となります。 

 また、すみません。説明がちょっと足りなかったんですが、９月１５日を開館日と今考えてお

りまして、こちらが住井すゑの記念の日となりますので、こちらがちょうど橋のない川第１部が

刊行６０年に当たるということで９月１５日を探しまして、こちらで今開館していく予定で進め

ております。 

 以上です。 

○守屋委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 先ほど、ちょっと先に聞けばよかったんですけれども、例えば１００円ですね、今

いろいろなことで、周知方法みたいなのをホームページとかやられるんでしょうけれども、パン

フレットというかね、そういうようなものなんかも考えておられるのかどうか。 

 あとは、そちらで例えば住井すゑさんに関するものを何か商品にして、例えばクリアファイル

だとかなんかで販売とか、そのようなことなんかも今後考えていくのかどうか、その辺を伺いま

す。 

○守屋委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 再度の御質問にお答えいたします。 

 まず、資料につきましては、当然図録のようなものは作成したいと。学芸員を中心に進めてま

いる予定でおります。また、パンフレットにつきましては、近くにあります雲魚亭と一体化した

パンフレットを作成いたします予定でおりまして、またパンフレットを入場証といいますか、そ

ちらに例えば日付印を押して、日付印を押したことでその入館料をもらったというものに代える

ということも考えておりまして、何種類も刷らないという方向で考えております。 

 それから、今後そのグッズにつきましては、例えばどういったものになるか分かりませんけれ

ども、クリアファイルですとか、手に取りやすいようなものから少しずつ考えていきたいと。そ

して、周辺のいろんなほかの施設もございますので、当然シャトーも含めまして、日本遺産の、

連携できるようなグッズができればいいなというふうに考えております。 

 以上です。 

○守屋委員長 ほかに御意見ございますか。池辺委員。 

○池辺委員 すいません、よろしくお願いします。 

 今、課長のほうからやっとシャトーという言葉が出たんですけれども、私もそことは協力して

やっていかないのかなとこう思っていたんですけれども、来館者数が５，０００人という数をち

ょっと伺ったんですけれども、簡単に割っていくと１年で１３人ぐらいだと思うんですよ、一日

の。それが多いとか少ないとかではないんですけれども、そこで例えばお金を払って、１００円

払ったら券みたいものがもらえるのであれば、その券を持って例えばシャトーに来れば、例えば

何かお食事をしたときに割引になるとか、その当日だけですよ。お土産を買うのに例えば何％割

引みたいな形のものをつければ、逆に両方とも相乗効果になって、余計にそこの文学館を見た後

にシャトーに来るとかいいかなと思うんですけれども、そういったお考えはあるのかどうかとい
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うのを聞きたいです。 

○守屋委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 まず、入館者数でございますが、５，０００人というのはあくまでも初年

度になりますので、９月の例えば中旬ぐらいからスタートしまして、１０、１１、１２、１、２、

３と６か月半ぐらいしかございませんので、それで割りますと大体１日７００人ぐらいかなと、

平均でございますが。当然次年度以降は１万人以上は入れたいなということを考えておりますの

で、それに対して先ほど委員からありましたような入場券の再利用ですとか、いろんな展示以外

のものも仕掛けていきたいと考えておりますので、今頂戴しました御意見は逆にこちらで前向き

に検討させていただいて、今後いろんな形で周辺を含めた文化財の活用というほうに結びつけら

れるようにしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○守屋委員長 ほかに御意見ございますか。 

 以上で、議案第１号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第１３号令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号）別記記載の当該委員会の所

管事項についてのみを議題といたします。 

 議案第１３号について提案者の説明を求めます。教育委員会次長兼教育企画課長。 

○吉田教育委員会次長兼教育企画課長 おはようございます。教育企画課吉田でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 議案第１３号令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号）のうち、教育企画課所管の内容に

つきまして御説明いたします。 

 ３０ページ、３１ページを御覧ください。 

 中段となります。教育費のうち事務局費０１０５奨学金条例に基づき就学を支援するの積立金

は、牛久市奨学金基金への積立てを実施するものです。牛久市奨学基金は篤志家からの寄附及び

ふるさと牛久応援寄附金を原資としている給付型の奨学金でありますが、その運用におきまして

は、前年度取り崩した分を翌年度において積み立てる運用を実施しております。今回の補正は、

令和元年度給付するために基金から取り崩しました４０８万円を本年度に積み立てる措置を行う

ものです。 

 またその下、０１０７高校生等の大会出場を支援するの事業、また次ページの３３ページにな

りますが、下段になります、児童クラブを運営するの事業、さらに次のページの３５ページにな

ります、中段ほどになりますが、０１０９の児童クラブで新型コロナウイルス対策を実施するの

事業は、それぞれ年度末の不用額による減額補正であります。このうち児童クラブにおいて、お

やつの提供が１年間できなかったことによりまして、２，５００万円ほどの事業費の減額となっ

ております。 

 それから、５ページになります。 

 第２表繰越明許費補正のうち、下から４行目のおくの義務教育学校で特色ある教育活動を推進

する９０万８，０００円は、学校で決定しました新しい校章のデザインから校旗を作製しており
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ますが、コロナ禍の影響がありまして年度末までに納品が難しいため、繰越明許費を設定するも

のでございます。 

 以上でございます。 

○守屋委員長 教育委員会次長兼生涯学習課長。 

○大里教育委員会次長兼生涯学習課長 おはようございます。生涯学習課大里です。よろしくお

願いいたします。 

 続きまして、生涯学習課所管の補正予算について御説明申し上げます。 

 補正予算書５ページを御覧ください。 

 繰越明許費、下から２つ目になります。生涯学習センターで新型コロナウイルス感染症対策を

実施するの事業でございますが、施設予約システム導入経費及び自動水栓設置工事費、合わせて

９００万９，０００円を繰り越すものでございます。まず、施設予約システム導入につきまして

は、１２月補正で予算を計上し、契約締結に向けて進めておりましたが、使用する様式などの帳

票類の調整に時間を要しておりまして、年度内の契約及び履行が難しいことから繰り越すもので

ございます。また、自動水栓の設置につきましては、同じく１２月補正で予算を計上し、契約締

結いたしましたが、その後メーカーのほうからコロナ禍で需要が高まっていることと、緊急事態

宣言によりまして生産体制が脆弱化しており、通常の生産量の５割ほど減少しているということ

で、納品が２か月程度遅れることが判明したことによりまして、繰り越すものでございます。 

 次に、歳入の主なものについて御説明を申し上げます。 

 １０ページ、１１ページのほうを御覧ください。 

 中ほどになります、款１３使用料及び手数料項１使用料目５教育使用料１社会教育使用料、こ

ちらは新型コロナウイルスの感染拡大のため、施設の貸館業務を停止したことにより、中央生涯

学習センター文化ホール、エスカード生涯学習センターの使用料、合わせて１，０７５万３，０

００円を減額するものでございます。 

 次に、歳出になります。 

 ３２、３３ページのほうを御覧ください。 

 下から３つ目、款１０教育費項５社会教育費目１社会教育総務費０１１２生涯学習講座を開催

する２５３万円の減額。そのすぐ下になります、市民文化祭を開催する２３万３，０００円の減

額。 

 続きまして、３４、３５ページの一番上になります。 

 ０１３１放課後かっぱ塾を運営する６７３万１，０００円の減額、１つ下になります、０１３

２土曜かっぱ塾を運営する４３４万円の減額、その２つ下になります、０１３５地域学校協働活

動を推進する１０４万円の減額と、この５事業につきましては、いずれも新型コロナウイルス感

染拡大防止の観点から、中止や当初の予定どおり事業の実施ができなかったことによりまして、

不用見込額を減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○守屋委員長 学校教育課長。 
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○川真田学校教育課長 おはようございます。学校教育課川真田です。よろしくお願いいたしま

す。 

 学校教育課所管の補正予算について御説明いたします。 

 まず、１３ページを御覧ください。 

 款の１４国庫支出金項２国庫補助金目６教育費国庫補助金小学校費補助金の公立学校施設整備

費交付金（３分の１）、こちらにつきましては、向台小の長寿命化改修において、国のほうで補

助金増額の内示をいただけたことによる増額計上でございます。 

 その下、ＧＩＧＡスクールサポーターの配置の補助金、こちらにつきましては既に歳出予算に

ついては予算措置済みでありまして、その委託料について補助の追加申込みを行っていたところ、

このほど内示があったので予算計上したものでございます。 

 次に、３１ページを御覧ください。 

 教育費の小学校費０１０３小学校のＩＣＴ環境を管理する、さらに３３ページ、一番上から２

番目のところです、０１０３中学校のＩＣＴ環境を管理する。こちらの２つの事業につきまして

は、児童生徒用のタブレットのリース料及び先ほど申し上げたＧＩＧＡスクールのサポーターの

委託業務等における入札差金の減額補正でございます。 

 次に戻りまして、３１ページを再度御覧ください。 

 一番下の段にございます、中学校を管理運営するの減額補正につきましては、このコロナ禍で

の中学校の部活動等の対外試合や公式大会への出場等が中止となったことによります、バス代、

宿泊費、大会参加費等の減額でございます。 

 以上です。 

○守屋委員長 指導課長。 

○豊嶋指導課長 おはようございます。指導課豊嶋でございます。よろしくお願いいたします。 

 ３０ページ、３１ページを御覧ください。 

 指導課所管の補正予算について御説明いたします。 

 指導課所管の補正予算は、４事業について減額補正をお願いしております。 

 中段款１０教育費項１教育総務費３教育指導費の０１０２指導主事が学校を指導支援するにつ

きましては、負担金１００万円を減額補正するものです。これは当初予算を上げる段階において

は指導主事の今年度の派遣メンバーが決まっておりませんで、昨年度のものをベースにしたとこ

ろ、今年度の派遣職員の負担金が減ったものです。 

 ０１０６スクールアシスタントを派遣する１，２２４万円の減と、０１１４教育センターきぼ

うの広場を運営する１４２万６，０００円の減額補正につきましては、いずれも当初予算の段階

で会計年度任用職員について、全てを期末手当を支給するものとして予算化していたため、対象

職員が少なかったことから減額するものです。 

 ０１１０学校サポーターを派遣する２００万円の減額補正につきましては、今年度コロナ禍に

ありまして、部活動や武道等できない活動があったことによる報償費の減額になります。 

 以上でございます。 
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○守屋委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 文化芸術課所管の補正について御説明申し上げます。 

 ３３ページ、３５ページをお開きいただきたいと思います。 

 文化芸術課につきましては、減額補正が４事業のみとなります。 

 まず、中段の０１０２文化財を保護継承して活用する１２２万３，０００円の減額。続きまし

て、０１０３市内の埋蔵文化財を調査する６３２万９，０００円の減額につきましては、それぞ

れ不用額と契約差金となっております。その下の０１０９牛久現代美術展の開催を支援する、こ

ちらの２４９万円の減額につきましては、当初予定しておりました従来型の展覧会が実施できま

せんで、今回ウェブによる展覧会ということで切り替えたことによります、補助金の使用しなか

った分の減額となっております。 

 続きまして、３４、３５ページの上段０１３４住井すゑ記念館を公開活用する減額の３９６万

４，０００円につきましては、それぞれの契約差金となっております。 

 以上でございます。 

○守屋委員長 スポーツ推進課長。 

○高橋スポーツ推進課長 推進課高橋です。よろしくお願いいたします。 

 私のほうから、スポーツ推進課所管の補正予算について御説明いたします。 

 まず、５ページを御覧ください。 

 繰越明許費補正になります。 

 １０教育費６保健体育費牛久運動公園で新型コロナウイルス感染症対策を実施する、こちらに

つきましては３８５万円ですが、生涯学習課のほうでも御説明があったものと同一のものになり

ます。新型コロナウイルス感染症拡大予防の観点から、利用窓口での申請、こちらに対して利用

者及び職員の接触機会を軽減するため、施設の予約システム、こちらを導入する予定でしたが、

帳票関係の調整に時間を要しており、年度内での履行が難しいため繰越しをさせていただくもの

になります。 

 続きまして、１１ページ、こちらを御覧ください。 

 １１ページ中ほど、款１３使用料及び手数料項１使用料５教育使用料、保健体育使用料、合わ

せて１，４６３万円、こちらにつきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、施設の休

館が続いてしまったことによる使用料の減額補正となります。 

 続きまして、１５ページを御覧ください。 

 １５ページ、款２０諸収入項４雑入４雑入、雑入の中の下から３番目、ひたち野うしく小学校

プール開放利用負担金、こちら５，７０３万９，０００円の減額補正になります。こちらにつき

ましても、新型コロナウイルス感染症拡大を受けて、令和２年度の施設開放を中止したことによ

る減額の補正となります。 

 続きまして、３５ページを御覧ください。 

 こちら歳出になります。 

 款１０教育費項６保健体育費目１保健体育総務費０１０７地区スポーツ交流会の活動を支援す
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る、こちら３５６万円の減額、こちらにつきましては、各地区スポーツ交流会の活動を支援する

ということなんですが、イベントが軒並み中止となったことによりまして、担当職員の休日出勤、

そういったものがなくなった部分におきましての報酬及び費用弁償の金額の減額という形になり

ます。 

 次に、０１０８クロッケー大会を開催する、０１０９茨城県民駅伝競走大会に参加する、こち

ら合わせて８万３，０００円の減額補正になりますが、こちらにつきましては同様の理由、新型

コロナウイルス感染症拡大に伴い、それぞれ大会が中止になりましたので全額減額するものとな

っております。 

 最後になります。０１１１ひたち野うしく小学校プールを開放する、こちら２，６８５万円の

減額補正になります。こちらはこれまで同様新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて、開放を

中止したことから、当初契約額から変更契約を行っております。主にその変更契約に伴う不用額

の減額となります。 

 以上です。 

○守屋委員長 中央図書館長。 

○大和田中央図書館長 おはようございます。中央図書館大和田です。よろしくお願いいたしま

す。 

 私のほうから、中央図書館所管の補正予算について御説明申し上げます。 

 ３事業の減額補正となります。 

 補正予算書、３４、３５ページを御覧ください。ちょうど真ん中の辺りです。 

 款１０教育費項０５社会教育費目０３図書館費、事業のほうが０１０２図書館施設を維持管理

する５８３万４，０００円の減額となります。需要費のほうは、こちらは光熱水費となります。

これは不用額の減額補正ということになります。委託費工事請負費におきましても、決算見込み

による不用額の減額となっております。 

 続いてその下、事業が０１０４図書館資料を提供する５７２万円の減額となります。こちらは

会計年度任用職員、司書の報酬と期末手当の減額となります。予算時においては、非常勤職員時

の報酬で積算をしていたため、不用額が生じ減額するものとなります。 

 続いて、事業０１０９図書館で市民の学びを支援する１２万円の減額となります。こちらは新

型コロナウイルス感染拡大防止により講座等を中止としたため、不用額を減額するものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○守屋委員長 これより議案第１３号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。甲斐委員。 

○甲斐委員 よろしくお願いします。２点ほど質問させていただきます。 

 まず、３３ページ、市内の埋蔵文化財を調査するなんですけれども、こちら東山遺跡調査支援

ということで減額は理解したんですけれども、これ次年度に予算組みがないと思われるんですが、

その辺の事情をお伺いできればと思います。 
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 それと前のページの小学校ＩＣＴ環境を管理する、同じく中学校になると思うんですけれども、

入札差金の説明は理解しました。これタブレットかその辺の事業内容のほうを、これも支援策は

来年は組まれていないんじゃないかなと思うんですが、これまでの成果と今後対応をどういうふ

うに考えていらっしゃるのか。ちょっとお考えのほうになっちゃうんですけれども、確認をさせ

てください。 

 以上、２点です。 

○守屋委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 ただいまの御質問にお答えしていきたいと思います。 

 ３３ページの０１０３の東山遺跡の試掘調査支援につきましては、都市計画課のほうの開発事

業のほうと連携を取りながら時期を調整しておりまして、来年度始められる予定でおります。な

お、一部につきましては、今年度既に試掘などを始めたところもございますので、よろしくお願

いを申し上げます。 

 以上です。 

○守屋委員長 学校教育課長。 

○川真田学校教育課長 今支援策というのは、持ち帰った場合の支援策ということでよろしいで

すか。自宅のＷｉ－Ｆｉ環境とかそういう支援策という意味合いでしょうか。 

○甲斐委員 それも含めて、全体像なんですけれども。 

○守屋委員長 学校教育課長。 

○川真田学校教育課長 まず、学校現場に対する支援策として、技術面だったりという部分をサ

ポートする意味でＧＩＧＡスクールサポーター、これ補助事業で今回やらせていただきましたの

は３月いっぱいです。それはかなりの件数が来ていまして、やはりトラブルも最初なので多少あ

るんですけれども、先生方あまりＩＣＴに慣れていないので、こういうことをやりたいんだけど、

動画を流したいとか、そういうことをやりたいんだけどそういう設定をどうやったらいいんだと

か、そういったものを全部支援してまいりました。来年度については、そこは保守の部分で多少

見ていけると。今年度の３か月でほぼほぼ出ていると思うので、件数は減るという前提の下で考

えております。 

 また、各家庭に持ち帰った場合のということで、平常時においても持ち帰りはどんどん出てく

ると思うんですが、基本的に学校のほうではやはり経済的な事情によってもあるんですが、Ｗｉ

－Ｆｉ環境がない御家庭もあるというのは認識しております。そういった中で、今年度について

は緊急事態宣言がまた発生した場合において、その経済的困窮世帯に対する手当の部分の予算は

取ってございました。執行しなかったんですが、いつ発生するのか分かりませんので、今減額も

しておりません。持っております。ただ、来年度については、仮にそうなった場合にはまたその

ときに予算措置をするということを考えておりまして、年度当初からその予算は持っておりませ

ん。平常時においては、学校はなるべくＷｉ－Ｆｉ環境がある御家庭でも、仮にない御家庭でも

対応できるような運用を考えていただくようにお願いしておりまして、ある学校で、家庭学習で

一般的に使うんでしょうけれども、そういった環境がない御家庭がお子さんが接続するために朝
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ほんの１０分、１５分ですけれども、登校してから１限目の間の時間で自由に使って接続してい

いというようなこともやっているということで伺っております。そういったことで考えておりま

す。 

 以上です。 

○守屋委員長 甲斐委員。 

○甲斐委員 家庭環境のほうはよく御説明いただきまして、ありがとうございました。 

 最初の学校の先生方のほうなんですけれども、課長が申し上げましたけれども、うまく使えて

教えられるかなというその不安要素があるというところなんですけれども、それに対しての支援

も来年度は予算計上なしで切っちゃって、その辺うまく解消して、解消というか解決というか、

支援していけるのかなというところは少し懸念があると思うんですけれども、その辺はどう考え

ていらっしゃるのか、もうちょっと教えてもらえればと思います。 

○守屋委員長 指導課長。 

○豊嶋指導課長 ただいまの先生方への支援策ということで、お答えいたします。 

 こちらにつきましては、指導課におきまして情報教育を推進するという事業名におきまして、

情報教育指導員、また情報教育サポーターを学校に派遣すること、また指導主事として専門の者

がおりますので、この者が学校を訪問すること。あるこの時期にはここまでできるようにしたい

というような研修計画、あるいは目標を設定することによって、学校からの御希望に合わせて職

員を派遣して研修を展開するというように計画しております。 

 以上です。 

○守屋委員長 ほかにございませんか。杉森委員。 

○杉森委員 １点だけ。これはプールだけではないんですけれども、プールのあれが一番額が多

いので、プール管理で質問させていただきますけれども、２，５００万円減ということは、委託

先の収入もそれだけ減になるということとあわせて、そこで雇われている方々が仕事がなくなる

という意味もありまして、実は私、牛久市ではないんですけれども、ほかのところでそういう公

共施設を委託された会社で働いている方から、仕事がなくなって生活に困っているというふうな

相談を受けたわけですけれども、そこで先ほど変更契約というふうなことが述べられていました

ので、変更契約というのはどういうふうな内容になっているのかということと、もう一つは閉め

て仕事がなくなった場合、休業手当というのをほとんどの方知らないんですね。雇用調整助成金

とか休業手当給付金などの制度というのはほとんど知らなくて、会社のほうもそういうのをきち

っと制度を使っていないというふうなことがありますので、やはり委託をするというふうなこと

においては、市のほうもそういうところまで責任を持って考えるということが大事だと思います

ので、牛久市においてもそういうふうな変更をする場合には、制度の説明やなんかについても、

委託先に対して指導を行うというふうなことが必要かと思いますので、その点についてお聞きい

たします。 

○守屋委員長 スポーツ推進課長。 

○高橋スポーツ推進課長 ただいまの杉森委員の御質問、まず１点目の変更契約の内容なんです
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けれども、こちらにつきましては、年度当初からなかなかオープンができない状況が続いており

まして、いつでも開園できる準備はしていただいておりました。しかしながら、７月に今年度い

っぱいの中止というのを、ひたち野小プールのほうにつきましては決定をさせていただきまして、

その段階で当然会社としても従業員の方、雇っている方々いらっしゃるということを聞いており

ましたので、その方の分を全てゼロにするというわけにはいかないと思っておりましたので、少

しばかりではありますが、そちらの人件費というのは残した状態で変更契約をさせていただきま

した。それで、その後ずっと来ていたんですけれども、またこの冬に全面的に利用停止の期間が

出てしまいまして、その期間中も一応利用中止ということではあったんですが、やっぱりひたち

野うしく小のプールのあちらの施設にお越しになる方や電話をかけてくる方がいらっしゃいまし

たので、何名かはそちらの業務に当たっていただくようにしていただいておりました。そちらの

数字を業者のほうと協議をいたしまして、日数的なものであるとか、人の人数であるとか、そう

いったところを協議をさせていただいた上で、減額の数字を作成し変更契約をさせていただいた

状況でございます。 

 ２点目の補償関係の話なんですけれども、休業補償などコロナの関係のこともありますので、

いろんなものがあるということは会社のほうでもやはり十分、今回委託している業者さんのほう

に関しては十分に分かっていらっしゃいまして、そういったことを従業員の方にお伝えするとい

うことはおっしゃっていらっしゃいましたので、そういった業者ばかりではないと思いますので、

もしこういうことがあれば、我々のほうからもそういった情報などをきちんと伝えた上でやって

いきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○守屋委員長 杉森委員。 

○杉森委員 このプールだけに限ったあれではないんですけれども、やはり市と関連する業者の

方々に対しては、特に今のコロナにおいては雇用調整助成金と休業手当給付金は、企業あるいは

団体の負担なしで支給できるものですから、積極的にやっぱり活用するように指導はしていただ

きたいと思います。 

○守屋委員長 ほかに御意見ございますか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 以上で、教育委員会所管についての質疑及び意見を終結いたします。 

 ここで執行部説明員の入替えを行いますので、暫時休憩いたします。 

 再開は１１時１０分といたします。 

                 午前１０時５９分休憩 

                                     

                 午前１１時１０分開議 

○守屋委員長 休憩前に引き続き、教育民生常任委員会を開きます。 

 次に、保健福祉部所管について問題に供します。本日説明員として出席したものは、副市長、

保健福祉部長、保健福祉部次長、社会福祉課長、こども家庭課長、保育課長、高齢福祉課長、健
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康づくり推進課長、医療年金課長であります。書記として山口君、田上さんが出席しております。 

 本委員会に付託されました保健福祉部所管の案件は、 

 議案第 ３号  牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ４号  牛久市介護保険条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ５号  牛久市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条

例の一部を改正する条例について 

 議案第 ６号  牛久市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の

一部を改正する条例について 

 議案第 ７号  牛久市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ８号  牛久市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

 議案第１３号  令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号） 

         別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

 議案第１４号  令和２年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 議案第１５号  令和２年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 議案第１６号  令和２年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

 以上、１０件であります。 

 なお、会議録を作成しますので、マイクを使用して発言していただきますようお願いいたしま

す。また、執行部におかれましては、所属を述べた後に議案説明、答弁等をお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 まず、議案第３号牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてを議題といたしま

す。 

 議案第３号について提案者の説明を求めます。医療年金課長。 

○石塚医療年金課長 医療年金課の石塚です。よろしくお願いいたします。 

 議案第３号の牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

 今回の条例改正の主な内容としましては、平成３０年度に行われました税制改正の中で個人所

得課税が見直されまして、基礎控除が１０万円引き上げられる代わりに、給与所得控除並びに公

的年金等控除が１０万円引き下げられまして、その分所得としては増えることになりました。こ

の見直しに伴いまして、給与所得者または公的年金をもらっている方であって、国保の被保険者

である方が属する世帯でこれまで国民健康保険税で７割、５割ないし２割の軽減措置を受けてい

た世帯が今回の課税見直しによる所得の上昇によりまして、当該軽減措置から外れることがない

ように軽減判定の基準額を引き上げるものとなっております。 

 議案書２枚めくっていただきまして、新旧対照表を御覧ください。 



 

 - 20 -

 改正後の第２３条の条文の内容を要約しますと、第１号から第３号にかけて、７割、５割、２

割の軽減判定基準額に関する規定がありまして、このうち給与所得または公的年金所得がある単

身世帯への対応としましては、基礎控除額を１０万円引き上げて４３万円とします。また、世帯

に給与所得者または公的年金所得者合わせて２名以上いる場合の対応としまして、その２人目以

降の１人につき１０万円を加算して基準額を拡大するものとなっております。 

 今回の改正は、令和３年度以降の年度分の国民健康保険税について適用することになっており

ます。 

 以上です。 

○守屋委員長 これより議案第３号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方は

御発言願います。遠藤委員。 

○遠藤委員 それでは、議案第３号について質問をいたします。 

 今、課長の説明でいきますと、地方税法の改正によりまして、１０万円を引き下げ基礎控除４

３万円という説明だったんですが、この改正によりまして影響が外れることのないようにという

ことなんですが、７割、５割、２割のこの全体の世帯数、そういうふうに変わらないということ

なんですけれども、どういうふうな市民に対しての影響というか、その辺はどうなるのか伺いま

す。 

○守屋委員長 医療年金課長。 

○石塚医療年金課長 遠藤委員の質問にお答えします。 

 まず、現在令和２年度で７割が２，４９６世帯、５割が１，４１５世帯、２割軽減が１，６９

５世帯で、合計で５，６００世帯あります。このうち、あくまでも年金か給与のどちらかをもら

っている方の場合の話なので、例えば年金をもらっている方で、そのほかに所得が２，０００万

円以上とかある場合には控除額がさらに減るので、そういう方の場合は外れる方が出てくるんで

すが、今のところそれが何世帯いるか、ちょっとうちのほうではまだ分かっておりません。ただ

反対に、給与か年金以外の所得だけ、例えば農業所得だけの人の場合は基礎控除が１０万円増え

ますので、逆に今まで軽減対象になっていなかった方が軽減対象になる場合もありますけれども、

その件数についてもちょっと今のところは分かりません。 

 以上です。 

○守屋委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 軽減対象の世帯数がどのくらいなのか、はっきりその辺が分かるものはないかと思

うんですが、いつ頃にこの数字というのが判明するのかどうか、ちょっとその辺を確認いたしま

す。 

○守屋委員長 医療年金課長。 

○石塚医療年金課長 すみません。これシステム改修とかもあるので、ちょっと中身を除くのが

できるかどうか、ちょっと分からないんですけれども、本算定は６月にやる予定なので、それ以

降にもし分かったときはお答えできるかもしれません。 

○守屋委員長 ほかにございますか。杉森委員。 
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○杉森委員 市長の説明でも、この今回の改正で意図せざる影響や不利益が生じないようやると

いうことで言われているわけですけれども、今いただいた説明のやり方でやれば、不利益を生じ

るという方は大体カバーできているのか。それでもやっぱり不利益を生じるような人はカバーし

切れないのか、その辺だけちょっとお聞きしたいと思います。 

○守屋委員長 医療年金課長。 

○石塚医療年金課長 杉森委員の質問にお答えします。 

 先ほど申し上げたとおり、給与所得、年金以外でいっぱいもらっている方については外れる場

合もあるんですが、ちょっと今のところそういう方がどのぐらいいらっしゃるかは把握できてお

りません。 

○守屋委員長 ほかにございますか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 以上で議案第３号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第４号牛久市介護保険条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 議案第４号についての提案者の説明を求めます。高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 高齢福祉課の川真田です。よろしくお願いいたします。 

 議案第４号牛久市介護保険条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

 平成２７年度から令和２年度の６年間、介護保険事業計画の第６期から第７期は介護保険料の

基準額は月額４，８００円でしたが、第８期において７年ぶりに改訂する内容となります。今年

度、令和２年度は第７期の介護保険事業計画の最終年度となります。今回の条例改正は令和３年

度から令和５年度の３か年の事業計画期間である第８期牛久市介護保険事業計画の策定に伴い、

介護保険料の基準額の改訂を行うものです。 

 なお、介護保険制度はまずこの３年間見まして、令和２２年までのサービスの見込料を立てた

上で基準となる保険料を計算していく仕組みになっております。 

 第８期の保険料基準額については、給付額の増となる要因がたくさんありまして、高齢者人口

の令和２２年度までの緩やかな増加、それに伴う要介護認定者の増加、第７期における給付費の

実績を基にした給付費の増加見込み、第７期に整備した特別養護老人ホームなどの介護基盤整備

による給付費の増加見込み、また令和３年４月から介護報酬の増額改訂などの要素もありまして、

これを見込んで国の計算方式を用いて算出したところ、当初月額は５，７０１円となりました。

しかし、保険料は現状の月額４，８００円から９０１円の急激な増加となってしまい、審議会で

御審議をいただいてきたところですが、最終的に現在の社会情勢からも値上げは最小金に抑え、

準備基金を４６％取り崩して月額５，０００円とすることが、介護保険運営協議会で決定されま

した。 

 新旧対照表を御覧ください。 

 保険料基準額はこの表で言う（５）のことで、現行の年額５万７，６００円から年額６万円と

なり、２，４００円のアップとなります。月額で言うと、これまで４，８００円のものが５，０

００円となり、２００円のアップとなります。この基準額に所得段階区分ごとに決めている保険
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料率を掛けて、（１）から（９）までの年額となっております。 

 なお、１１条の第２項から４項は計画期間における年度の変更となっております。 

 本条例の施行日は、令和３年４月１日となります。 

 なお、令和３年１月１日に個人所得税が見直されましたが、合計所得の計算の際に不利益にな

らないよう、介護保険施行令も同時に改正されております。このため、先ほど説明いたしました

保険料の段階区分への影響はございません。 

 以上となります。 

○守屋委員長 これより議案第４号について質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方は

御発言願います。杉森委員、お願いします。 

○杉森委員 介護保険の修正について、基金の４６％ですか、取崩しということですけれども、

その他のところと比較して、この４６％という数字はどういうふうな位置になるのか。少し説明

をお願いします。 

○守屋委員長 高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 現時点でまだ暫定の報告しか県内の市町村は見渡せない状況で、保険料

の確定というのは、まさにこの３月の最後の週になるのかなというふうに考えております。現時

点で取崩し額の割合というのは大体分かっているんですけれども、ほぼやはり半分ぐらいはどこ

も取り崩しているな状況かと思われます。 

 以上となります。 

○守屋委員長 ほかに御意見ございますか。遠藤委員。 

○遠藤委員 議案第４号について、何点か質問したいと思います。 

 今、杉森委員のほうからもありましたが、準備基金４６％取り崩すという全協での説明がござ

いましたが、現在たしか約１３億８，９００万円ぐらい準備基金があると思います。それで、そ

のうちの４６％というふうに考えていいのか。４６％は幾ら取り崩す予定でおられるのか、伺い

ます。 

 そして、今説明の中では月額５，０００円にしたいという、介護運営協議会からの決定という

ことでございましたが、例えば現行の４，８００円を維持するには、基金を幾ら取り崩せば可能

なのかどうかを伺います。 

 それと、国の計算方式を用いた、いろいろと今どういうような算定で出たかというふうに御説

明がございましたが、毎月の給付費というのがどの程度になっているのかどうか。今度どのよう

にこの給付費を想定しているのかどうかを伺います。 

 ３点。 

○守屋委員長 高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 お答えします。 

 まず１点目の質問なんですけれども、４６％の取崩し、この金額というのは６億３，９００万

円の取崩しということになります。 

 あと４，８００円を維持するためにはという御質問だと思うんですけれども、実は審議会にか
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ける前に私たちももちろん、この介護保険料をそんなに上がらないほうがもちろんいいので、こ

の金額がいつまでもつんだろうかというのを試算を最初にしています、実は。今の状態を、４，

８００円を維持しつつ、これから増大する給付費を見込んだ中で維持したときに、基金はいつま

でもつんだろうかということになるのかなという話ではないかと思います。これで試算していく

と、大体次の９期は基金をまた取り崩して、４，８００円は維持できるのではないかと思います。

次の１０期も何とか大丈夫かと思うんですけれども、第１０期の令和１１年頃から何だかおかし

いなという感じになってきまして、次の第１１期、令和１２年ですね、ここで基金がゼロ円にな

るような計算になります。この時点で保険料は５，４８４円と試算しています。ここでもう基金

はなくなってしまうので、第１２期からは令和１５年になるんですけれども、令和１５年、１６

年、１７年の第１２期は６，３６４円になります。最終的に団塊ジュニアが６５歳になるという

令和２２年の第１４期、ここでは今の資産の状態では７，１８６円という、そういった推移にな

ってくると予想しています。 

 ３つ目の質問で、毎月の給付費についての御質問ですが、こちらも多分推移を併せて説明した

ほうがいいと思うんですけれども、７期については平成３０年度、介護の給付費についてなんで

すけれども、毎月大体３億後半払っています。次、令和元年度はやはり後半ぐらいを維持してい

て、今年度、令和２年度は毎月４億円の前半を払っています。これは給付費のみです。そして、

令和３年からは毎月４億の中盤、令和４年からは４億の後半、令和５年からもずっと４億の後半

というふうになりまして、令和７年度に毎月５億円の前半を払うような給付の見込みを立ててい

ます。 

 以上になります。 

○守屋委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 今それぞれ説明していただいたんですけれども、４６％を取り崩した後の多分準備

基金というのが７億５，０００万円ぐらい、今の計画でいくと残るというふうに今私のほうでは

見ているんですね。そして、今までの介護保険の計画からすると、準備基金というのが前年度に

１億円以上残っています。というのは、やはり牛久というのは介護認定を受けていても、それを

やっぱり利用する人、認定率が大変低いというかね、大変でもないかもしれないんですけれども、

今１２．５７％ですか、そういうような非常にやはり牛久、介護予防というか、そういうような

健康予防というか、そういうものに大変力を入れている。国自体もそうかもしれないんですけれ

ども、そういうような中で確かに団塊世代が後期高齢になってくれば、医療費とともに介護の給

付費が増える、その予想は当然それは分かると思うんですが、そういうことであと介護保険制度

自体がこれからどうなるかという中で、やはりこれ以上市民の負担、今は何とかクリアできても、

それから先というのは大変これから予想しづらいと思うんですよね。そういう中で、今コロナの

中であるならば、この現行の４，８００円ですか、それを維持していく。で、次の例えば令和６

年からですかね、次の第９期ですか、そういうようなときも含めて、多分今の世代というのは大

変健康寿命というか、そういうものが高いというふうに私どもは判断をしておりますので、そう

いう中でぜひ介護保険のこの基準を、今の基金を最大限、最大限というか、こちらで計算をしま
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すと約８億２，１００万円取り崩せば５億円の残高が、５億６，８００万円ですか、その残高が

準備基金にも残る。そしてまた、この令和２年度、その最終的な中でもそれなりの準備基金に積

み立てることができるのではないかというふうに、私どもは判断しているんですが、その辺の見

解はどうでしょうか。伺います。 

○守屋委員長 高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 お答えいたします。 

 実は審議会の中では、事務局として様々な案を出しておりまして、案の１から案の６、６案あ

りまして、この中では当然今の遠藤委員が言ったように、基金をもっと大きく崩して維持するよ

うな案もこちらございました。ただ、やはり取り崩すということは、将来の見通しが立たなくな

るということにつながってくるんですね。現在コロナの状況で、大変な状況はやはりこちらでも

理解しているので、この中で実は事務局で最初に提案したのは５，１００円の案で、私たちはま

ず持っていったんですけれども、審議会のほうでやはり今おっしゃったような、この社会情勢を

考えて５，０００円にするというような流れも話し合われてきたような経緯もあります。 

 なので、やはり３年、６年、９年くらいではなく、もうちょっと長い目で見て基金を大事に運

用して、なるべく実際に支払い可能な保険料の額を決めていくというのが、私たちの務めではな

いかと考えているところです。 

○守屋委員長 ほかにございますか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 以上で議案第４号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第５号牛久市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条

例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 議案第５号について提案者の説明を求めます。高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 続いて説明いたします。 

 議案第５号について御説明いたします。 

 本条例は令和３年１月２５日付、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基

準等の一部を改正する省令の公布に伴い、牛久市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関

する基準等を定める条例の一部を改正するものです。 

 改正の内容についてですが、この条例以降、４つの条例改正が続きますが、１つの省令を引用

しているので、改正内容については共通事項が幾つかあります。まずはその共通事項の主な内容

を一括して先に御説明いたします。 

 ４つの条例に共通している主な内容といたしましては、感染症対策に関することや、高齢者の

虐待防止に関する情報などが追加されております。 

 具体的に説明いたしますと、感染症の発生及び蔓延に関する取組の徹底で、現行のものに加え、

訓練を義務づける感染症対策の強化や、感染症や災害が発生した場合であっても必要な介護サー

ビスが継続的に提供できる体制を構築する観点から、業務継続に向けた計画の策定、研修の実施、

訓練の実施等を義務づける業務継続に向けた取組の強化、また運営基準において実施が求められ
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ている各種会議について、感染防止や多職種連携促進の観点から、テレビ電話等を活用して実施

することを認める、会議や多職種連携におけるＩＣＴの活用内容となっております。 

 高齢者の虐待防止に関することについては、虐待の発生、またはその再発を防止するための委

員会の開催や指針の整備、研修の実施をしていくために担当者を定めることを義務づける内容と

なっております。 

 以上が、以降４つの条例に共通する主な内容となります。 

 最後になりますが、本条例独自の改正内容といたしまして、管理者の要件の緩和やケアマネジ

メントの公平中立性の確保を図る観点から、質の高いケアマネジメントを推進するための内容が

追加されております。 

 施行日は令和３年４月１日となりますが、質の高いケアマネジメントの推進については令和３

年１０月１日となります。 

 以上となります。 

○守屋委員長 意見のある方はございますか、ほかに。杉森委員。 

○杉森委員 ＩＣＴの活用についてお聞きしたいんですけれども、居宅の場合、その各家のとこ

ろにどういうふうなものが今普及してきているのか。また、あるいは事業者なんかについても、

ＩＣＴの活用というところではどの程度進んでいるのか。その辺、少し実情をお示しいただけれ

ばというふうに思います。 

○守屋委員長 高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 お答えいたします。 

 現時点ではすごく進んでいるという感じはまだしておりませんで、やはりそういう環境が整え

ばもっといいのになという話をよく聞くということは、まだ事業所ではそれなりに整備されてい

ないのかなと思っています。ただこういった整備についても、たしか補助金もつくと思いますし、

また４月からの介護報酬の改定についても、こういったコロナ対策に関するいろんな経費も盛り

込まれて改定もされていると聞いているので、次第に整っていくのではないかと考えています。 

 以上となります。 

○守屋委員長 杉森委員。 

○杉森委員 自治体によっては、例えばタブレットを貸与するですとか、そういうふうな形でＩ

ＣＴ化というのを進めているようなところもあるわけですけれども、牛久市ではそういうふうな

構想というか、検討というのはまだなされていないんでしょうか。 

○守屋委員長 高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 お答えします。 

 具体的には検討はされていないところです。ただこの現状を見て、進めていかなければいけな

いことではあると認識しています。 

 以上です。 

○守屋委員長 ほかに質疑ある方どうぞ。遠藤委員。 

○遠藤委員 それでは、議案第５号に関連することかもしれないんですけれども、特に第５号の
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ところに書いてある第６条中、この最初のほうなんですけれども、主任介護支援専門員の確保が

著しく困難である場合、やむを得ない理由がある場合については介護支援専門員を前項に規定す

る管理者とすることができるという、こういう項目があるんですが、主任の要するにケアマネジ

ャーさんですね、その方が確保が難しい場合はケアマネさんで管理をすることができるという項

目がここに１項目入っているので。今、介護施設などでは人員が大変厳しい状況ということでは、

こういうような緩和策も出ているのかなと思うんですが、こういうようなところに該当する牛久

のこの事業所があるのかどうか、その辺も伺いたいと思います。 

 それとこの条文を読んでいきますと、いろいろとこの条例のところに講じなければならないと

あるのを、講ずるよう努めなければならないというふうにかなり緩和しているような内容の文に

なっているんですね。それがいろいろなところに出てきているこの背景ですね、その辺をどうい

うふうに担当としては判断しているのかどうか、その辺も伺います。 

○守屋委員長 高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 遠藤委員の御質問にお答えいたします。 

 まず、主任ケアマネという資格を取るのは大変なハードルがありまして、ケアマネジャーを５

年以上やった上で、あと市の推薦書を書いて、県の研修を受けるという様々なハードルがあるの

が現状です。居宅の事業所を開きたいという方が相談に来たときには、まずはその資格要件が問

題になってきているところで、遠藤委員もおっしゃるようにやはり非常に苦慮されているという

ところが見受けられます。ただ現状といたしましては、全て今のところ全部、その県の研修まで

受けていると思いますので、最近申請になったところについては細かく把握はしていないんです

けれども、現状では皆さん管理者は主任ケアマネを持っている状況ではあります。 

 あと、このねばならないと、努めなければならないというところは、私たちも非常に悩ましい

ところだと感じているのは同じなんですけれども、必ず私ども実地指導というのをやっておりま

す。この中でできる限り、ねばならないのほうに近づけるように御協力をお願いしていくという

ような姿勢をやっていきたいと考えております。 

 以上となります。 

○守屋委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 いいです。 

○守屋委員長 質疑そのほかございますか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 以上で議案第５号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第６号牛久市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

についてを議題といたします。 

 議案第６号について提案者の説明を求めます。高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 議案第６号について御説明いたします。 

 本条例は議案第５号で御説明いたしましたとおり、令和３年１月２５日付の省令を同様に引用



 

 - 27 -

しております。対象となる事業所は市内２か所の地域包括支援センターで、改正の主な内容とし

ては、議案第５号同様で御説明いたしました感染症対策の強化などの共通事項について、条例に

追加するものです。 

 施行日は令和３年４月１日となります。 

 以上となります。 

○守屋委員長 これより議案第６号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方、

御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 以上で議案第６号に対する質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第７号牛久市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 議案第７号について提案者の説明を求めます。高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 議案第７号について御説明いたします。 

 本条例も令和３年１月２５日付の省令を同様に引用しているため、改正するものです。この議

案第７号と次の議案第８号は共通した改正事項のほかに、地域密着型サービスならではの基準で

ある、地域と連携した災害への対応の強化などが追加されております。 

 具体的には、災害への対応においては地域との連携が不可欠であることから、避難訓練等の実

施に当たっては地域住民の参加が得られるように連携に努めなければならないとするものです。

そのほか、介護に直接携わる職員のうち、医療福祉系の資格を有さない職員に認知症介護基礎研

修の受講を義務づける内容も追加されております。 

 施行日は令和３年４月１日となります。 

 以上となります。 

○守屋委員長 これより議案第７号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方は

御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 以上で議案第７号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第８号牛久市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 議案第８号について提案者の説明を求めます。高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 議案第８号について御説明いたします。 

 本条例も令和３年１月２５日付の省令を同様に引用しているため、改正するものです。議案第

７号と同様、共通した改正事項のほかに、地域密着型サービスならではの基準である地域と連携

した災害への対応強化や認知症介護基礎研修受講の義務づけなどが追加されております。 

 施行日は令和３年４月１日となりますが、内容によっては令和６年３月３１日までの経過措置

が設けられているものでございます。 
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 以上となります。 

○守屋委員長 これより議案第８号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方、

は御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 以上で議案第８号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第１３号令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号）別記記載の当該委員会の所

管事項についてのみを議題といたします。 

 議案第１３号について提案者の説明を求めます。社会福祉課長。 

○石塚社会福祉課長 社会福祉課の石塚です。よろしくお願いします。 

 議案第１３号一般会計補正予算のうち、社会福祉課所管の主な補正の内容につきまして御説明

いたします。 

 お手元の資料２０ページ、２１ページを御覧になってください。 

 款３項１目１の０１１０旧軍人及び戦争による犠牲者を支援するにつきましては、３年に１度

開催しております牛久市戦没者合同慰霊祭が新型コロナウイルス感染症拡大の影響によりまして

開催を延期したため、委託料の減額補正であります。 

 次に、款３項１目７の０１０１障害者へ介護給付費等を給付する、こちらにつきましては新型

コロナウイルス感染症拡大の影響によりまして、就労継続支援の対象となる方が在宅ワークに切

り替わりまして、在宅就労日数の増加に伴う給付件数の増加により、扶助費の増額補正でござい

ます。なお、この歳出につきましては、国及び県負担金の歳入を併せて計上しております。 

 次に、資料の２２、２３ページを御覧ください。 

 款３項１目１６の０１０１総合福祉センター施設を維持管理する、こちらにつきましては緊急

事態宣言等により福祉センターの一部貸館中止に伴いまして、ボイラー等に使用する燃料購入量

が減少したための需用費の減額補正でございます。 

 以上でございます。 

○守屋委員長 こども家庭課長。 

○結束こども家庭課長 こども家庭課結束です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、こども家庭課所管の補正の内容につきまして御説明いたします。 

 お手元の資料２２、２３ページを御覧ください。上から２つ目の枠となっております。 

 款３民生費項２児童福祉費目１児童福祉総務費の０１０２家庭児童相談を実施するにつきまし

ては、母子生活支援施設の入所世帯３世帯で当初計上しておりましたが、年度途中に１世帯が退

所いたしまして２世帯となりましたことに伴いまして、扶助費２１３万１，０００円の減額補正

でございます。 

 また、扶助費の減額に伴いまして、歳入につきましても、併せて国庫負担金及び県負担金を減

額計上してございます。 

 続きまして、同じく２２、２３ページの款３民生費項２児童福祉費目１児童福祉総務費の０１

０５児童扶養手当を支給するにつきましては、児童扶養手当の対象者数が見込みの人数を下回っ
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たための扶助費２，８２５万９，０００円の減額補正でございます。また、扶助費の減額に伴い、

歳入につきましても併せて国庫負担金を減額計上してございます。 

 続きまして同じページ、款３民生費項２児童福祉費目１児童福祉総務費の０１０９子育て広場

を運営するにつきましては、子育て広場会計年度任用職員の１２名分の子育てアドバイザーの報

酬の支出を予定しておりましたが、年度途中の退職に伴いまして、２名が退職しております、歳

出予定額が下回ったための報酬２０６万９，０００円の減額補正でございます。 

 続きまして、同じく款３民生費項２児童福祉費目１児童福祉総務費の０１１４ひとり親家庭に

高等職業訓練促進給付金を支給するの事業につきましては、現在６名が給付金を受給中でありま

すが、当初見込みより受給者数が少なかったため、扶助費３２０万７，０００円を減額補正する

ものでございます。また、この扶助費の減額に伴いまして、歳入につきましても併せて国庫補助

金を減額計上してございます。 

 同じページでございます。款３民生費項２児童福祉費目２児童措置費の０１０２児童手当を支

給するの事業につきましては、当初の見込みより対象者数が少なかったため、扶助費２，３００

万円を減額補正するものでございます。この扶助費の減額に伴いまして、歳入につきましても併

せて国庫負担金及び県負担金を減額計上してございます。 

 以上でございます。 

○守屋委員長 保育課長。 

○橋本保育課長 保育課の橋本です。よろしくお願いいたします。 

 保育課所管の補正予算につきまして御説明いたします。 

 お手元の資料の２２、２３ページを御覧ください。 

 款３項２目３保育費、こちらの０１０３公立保育園の運営に必要な人材を配置する、こちら３，

３６８万円の減額補正につきましては、公立保育園に勤務する会計年度任用職員の保育士を予定

人数まで採用できなかったことによる不用額が生じる見込みとなったことによりまして、減額す

るものでございます。 

 次の０１０４公立保育園で給食を提供する、こちらの需用費１８８万１，０００円の減額につ

きましては、賄い材料費で決算見込みによる不用額の減額となっております。 

 次の０１０６民間保育園の運営を支援する、こちらの９６２万３，０００円の減額、また続き

まして、０１０８保育園に通う児童の保護者の負担軽減を図る、こちらの４００万円の減額、さ

らに続きまして、０１１０幼児教育保育を無償化する、こちらの４，８３０万円の減額、こちら

につきましては決算見込みにより減額するものとなっております。この３つの事業につきまして

は国や県の補助がございますので、歳出予算の補正に伴いまして歳入予算を補正してございます。 

 では続きまして、資料の３２、３３ページを御覧ください。 

 ２段目の表となります。 

 款１０教育費項４幼稚園費目１幼稚園費の０１０４民間幼稚園の運営を支援するの５，６８４

万５，０００円の減額及び次の０１０５民間幼稚園に通う児童の保護者の負担を軽減する、こち

らの４，０５０万円の減額、こちらにつきましては同じく決算見込みにより減額するものとなっ
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ております。こちらの２つの事業につきましても国や県の補助がございますので、歳出予算の補

正に伴いまして歳入予算の補正をしてございます。 

 以上となります。 

○守屋委員長 高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 高齢福祉課所管分の説明をいたします。 

 ２１ページの一番下の表の上から２つ目、０１０１介護保険事業特別会計繰出金１，０００万

円の減額につきましては、議案第１５号の特別会計の補正予算のところで説明いたしますが、特

別会計において執行残となるため減額したため、一般会計の繰出し分も減額とするものです。 

 以上となります。 

○守屋委員長 健康づくり推進課長。 

○渡辺健康づくり推進課長 健康づくり推進課渡辺です。よろしくお願いします。 

 健康づくり推進課所管の補正予算について御説明いたします。 

 まず、繰越明許費補正です。 

 ５ページを御覧ください。 

 款４衛生費項１保健衛生費新型コロナウイルス感染症予防接種を実施する、繰越額２億１，０

３６万８，０００円です。令和２年１１月の臨時議会において予算をいただいたところですが、

接種時期が年度をまたぐため繰越しといたしました。 

 次に、歳出です。 

 ２２、２３ページ、３段目の枠内を御覧ください。 

 款４項１目１保健衛生総務費９００万円の減額補正となっております。０１０３保健センター

利用者によりよい保健サービスを提供する、報酬職員手当等で９００万円の減額です。こちらは

会計年度任用職員の歯科衛生士の確保ができず、委託に切り替えたことによるものと、新型コロ

ナの影響により事業全体で時間外が減少したことによるものです。 

 続きまして、目２予防費３，１６０万円の減額です。０１０２生活習慣病健診などを実施する

委託料３３０万円、０１０３胸部・胃・大腸・前立腺の検診を実施する委託料２，０５０万円。 

 次のページになります。 

 ０１０４乳がん、子宮がん検診を実施する委託料２８０万円、１つ飛びまして０１０９大人の

風しん抗体検査と予防接種を実施する委託料４００万円、これらにつきましてはいずれも新型コ

ロナウイルス感染拡大予防措置により、計画どおりの事業とならなかったためです。大人の集団

健診においては人数枠を制限し、１日２４０人計画のところ、半数に制限して行っております。 

 戻りまして、０１０８予防接種を実施する、需用費１００万円の減額、こちらは出生数の減少

に伴い、予防接種者数も減少したことにより、需用費のワクチン代の不用額となります。 

 続きまして、目３母子衛生費０１０２妊産婦と乳児に医療機関健診を実施する、委託料１３０

万円の減額です。妊娠届出数が減少傾向にあることにより、妊婦健康診査の受診者数が見込みよ

り少なかったことによる不用額となります。 

 次に、歳入ですが、歳出の減額に伴い減額となるものです。 
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 １２ページ、１３ページの上の段２行目、風しん予防対策補助金４７９万４，０００円の減額、

同じページの３枠目、款１５項２目３衛生費県補助金、健康増進事業費補助金１４２万円の減額。 

 １４ページ、１５ページの６枠目、成人病健診受診者納付金７６６万６，０００円の減額とな

っております。 

 戻りまして、１２ページ、１３ページ３枠目、款１５項２目３衛生費県補助金、予防接種健康

被害救済給付費補助金は７４８万２，０００円の増額補正となっております。こちらの補助金は

１月から１２月分を対象としているため、令和２年３月３１日に予備費を充当し、一括で１，０

６５万４，２１７円の支払いをした分が反映されております。健康被害の救済措置による当該者

１人に対し、身体障害者手帳の級数が３級から２級になったことで、令和２年２月に国より障害

児養育年金２級及び障害年金３級の支給決定を受けての給付となっております。 

 以上です。 

○守屋委員長 医療年金課長。 

○石塚医療年金課長 医療年金課所管について御説明いたします。 

 １３ページを御覧ください。 

 上から３番目の表の一番上の医療福祉費と補助金が事務費と合わせて３，１００万円の減額、

次のページめくっていただいて、１５ページの上から３番目の表ですね、国保特別会計からの繰

入れが６０５万３，０００円の増額となります。 

 次に、２１ページを御覧ください。 

 歳出としまして、一番下の表の上から４段目以降ですね、０１０１国民健康保険事業繰出金、

０１０１健康な高齢者を表彰する、０１０１後期高齢者医療特別会計繰出金、次のページにかけ

ての０１０２医療福祉費支給制度により医療費を助成するで、ともに減額補正となります。 

 以上です。 

○守屋委員長 これより議案第１３号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。杉森委員。 

○杉森委員 保育園のことでお聞きします。 

 現状で待機児童の算定はどういうふうになっているのかということと、あと保育士の不足とい

うのが先ほども出されましたけれども、公立における保育士の不足数、また民間のほうではどの

程度不足しているのかというのを、分かる範囲でお示しいただきたい。 

 それから、牛久市では保育士に対する補助金といいますか、手当を出しているわけですけれど

も、公立の場合、会計年度任用職員に対する補助というのはどういうふうになっているのか、説

明をお願いしたいと思います。 

○守屋委員長 保育課長。 

○橋本保育課長 まず、待機児童ですけれども、３月の入園の確定した時点で、現在国基準で８

５人の待機児童が出ております。 

 また、保育士不足につきましては、公立保育園ですね。こちら当初、定員全部を受け入れよう

とすると４７名の保育士が必要だったんですけれども、最初４月のスタートの段階で３８名の保
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育士を確保して、ちょっと９名が不足しておりました。その後、７月と９月に１名ずつ退職があ

って、１１月に１名採用、またその後、２月に１人退職が出ましたので、現在３６名で１１名が

不足しているという状況です。 

 ちょっと民間の保育士につきましては、申し訳ありませんが把握はしておりません。 

 また、補助金につきましては、こちらは民間の保育園の保育士に出すものでございますので、

市の会計年度任用職員については特にございません。 

 以上でございます。 

○守屋委員長 ほかに質疑ございますか。遠藤委員。 

○遠藤委員 今、健康づくりの課長のほうから説明がありました、１２ページ、１３ページの衛

生費県補助金のところの予防接種の健康被害の給付金の補助金なんですけれども、これは今障害

の認定が重くなったということについての、これは県のほうの負担ですよね。市のほうの負担も

当然発生しているのではないかと思うんですが、それはこちらでは計上がないのかどうか。その

辺をお願いします。 

 それと医療費と、それからそれ以外の補助というのがあるのかどうか、その辺も伺います。 

 それと、２２、２３ページの公立保育園のほうの、これは公立じゃないのかな、保育園に通う

児童の補助者の負担軽減、多子世帯の補助金のほうなんですが、見込みよりか少なかったという

ことなんですが、たしか３人目からは保育料が無償ということになっているんですが、その実態

はどうなのか。どういうふうに把握をされているのか。その辺を伺います。 

○守屋委員長 健康づくり推進課長。 

○渡辺健康づくり推進課長 遠藤委員の御質問にお答えします。 

 予防接種健康被害給付金なんですけれども、こちらは国が２分の１、県が４分の１で、市が４

分の１の負担になっております。こちらの掲載で４分の３が歳入として入ってきております。 

 手当なんですけれども、障害年金に加えて、従来お支払いしておりました医療費と医療手当に

ついてもお支払いしているところです。 

 以上です。 

○守屋委員長 保育課長。 

○橋本保育課長 多子世帯の利用者の負担軽減につきまして、お答えいたします。 

 こちらはそれぞれ３歳未満の第２子、第３子の保育料制限ということですけれども、それは申

請いただいて、全部手作業になってしまいますが、そちらで把握をして軽減の手続を取っており

ます。 

 以上でございます。 

○守屋委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 それでは、もう一回再質問します。 

 予防接種のほうは、これは要するに今年度の分についての補助金ということでいいのでしょう

か。また来年度は多分このまま継続になるのかなと思いますが、その辺ちょっと確認をしたいと

思います。 
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 それと多子世帯のほうは、先ほど言ったように第３子が多分無料、それから第２子が半額かな

と思うんですが、今申請という御答弁だったんですが、予定よりかは少なかったというふうに判

断をするんですが、どのように把握をしていたのかというところを伺いたいんですが。 

○守屋委員長 健康づくり推進課長。 

○渡辺健康づくり推進課長 先ほどの御質問についてお答えいたします。 

 こちらの健康被害救済費のほうなんですけれども、国のほうが１月から１２月分でということ

になっております。今回多額になっているのは、去年の２月に国からの申請が下りて、今までの

分、平成２５年１０月から令和２年３月分までの障害児養育年金及び障害年金につきまして、一

括で予備費より充当して支払っているということで、こちらのほうが増額になっております。 

 以上です。 

○守屋委員長 保育課長。 

○橋本保育課長 どのように把握するかということですけれども、入園の際にそれぞれ利用の方

にお知らせをしておりまして、そちらで把握をしているような状況となっております。 

 以上です。 

○守屋委員長 ほかに質疑ございますか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 以上で議案第１３号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第１４号令和２年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）を議題と

いたします。 

 議案第１４号について、提案者の説明を求めます。医療年金課長。 

○石塚医療年金課長 医療年金課です。 

 今回の補正内容ですが、歳入歳出それぞれ２億８，２６６万円を減額して、７６億４，１０４

万２，０００円とするものです。 

 ６ページと７ページを御覧ください。 

 歳入の主なものとしまして、保険給付費並びに特定健診事業費の歳出減に伴う減額補正となり

ます。 

 次に、歳出のほうで８ページ、９ページを御覧ください。 

 主なものとしまして、款２保険給付費におきまして、現物現金医療費合わせて２億７，１４０

万円の減、款４保険事業費の特定健康診査等事業費では新型コロナウイルス感染防止のため、集

団健診の健診受診者を半分以下に減らしたことにより減額補正となります。 

 次に、款５諸支出金の一般会計繰出金では、歳出の全体的な減額により生じる余剰金の調整と

して、一般会計へ繰り戻すための増額補正となります。 

 以上です。 

○守屋委員長 これより議案第１４号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○守屋委員長 ございませんね。以上で議案第１４号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第１５号令和２年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）を議題といた

します。 

 議案第１５号について、提案者の説明を求めます。高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 高齢福祉課です。 

 今回の補正内容ですが、歳入歳出それぞれ１，０００万円を減額し、５５億８，９８４万３，

０００円とするものです。 

 ７ページの下段を御覧ください。 

 要介護の認定を調査するの１１役務費の１，０００万円の減額の理由といたしましては、今年

度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図る観点から、厚労省の通知により要介護認定

の更新の方には調査を行わず、１年間みなし更新をしたため、調査の委託費と主治医意見書作成

の費用が執行残となることが明らかであるため減額するものです。なお、今回みなし更新した方

につきましては、来年度一斉に調査するようになっております。 

 以上となります。 

○守屋委員長 これより議案第１５号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。杉森委員。 

○杉森委員 特養待機者の最新の人数というのは、どのくらいになっているのかということにつ

いてお聞きします。 

○守屋委員長 高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 現時点では分からなくて、毎年４月１日現在で県が調査するものなので、

今回特養ができたことで、今までの待機者がそちらに行っているかと思うんですけれども、現時

点で月ごとには把握していないのが現状ですので御理解ください。 

 よろしくお願いします。 

○守屋委員長 高齢福祉課長。 

○川真田高齢福祉課長 今ちょっと手元に資料はないんですが、１１３名か６名、その辺だった

かと思います。 

○守屋委員長 よろしいですか。ほかに質疑ございませんね。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 以上で議案第１５号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第１６号令和２年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）を議題

といたします。 

 議案第１６号について、提案者の説明を求めます。医療年金課長。 

○石塚医療年金課長 医療年金課です。 

 今回の補正内容ですが、歳入歳出それぞれ２，８０３万５，０００円を減額して、１９億５，

９３２万３，０００円とするものです。 

 内容としまして、６ページ、７ページを御覧ください。 
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 主なものとしまして、歳出面で款１総務費で職員給の減額、款２保険給付費では年間の見込額

の確定によりまして減額補正と、これに伴う歳入面で繰入金の減額補正となります。 

 以上です。 

○守屋委員長 これより議案第１６号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。ございませんね。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 以上で保健福祉部所管についての質疑及び意見を終結いたします。 

 ここで暫時休憩し、再開後、討論及び採決を行います。再開は１２時１５分といたします。 

                 午後０時１８分休憩 

                                     

                 午後０時２３分開議 

○守屋委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、討論がありましたら御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 なければ以上で討論を終結いたします。 

 これより付託されました案件につきまして採決いたします。 

 採決は挙手により行います。 

 まず、議案第１号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手全員であります。よって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手全員であります。よって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第４号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手多数であります。よって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第５号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手全員であります。よって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第６号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手全員であります。よって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第７号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手全員であります。よって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第８号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 
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        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手全員であります。よって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第１３号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手全員であります。よって、議案第１３号は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第１４号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手全員であります。よって、議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第１５号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手全員であります。よって、議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第１６号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手全員であります。よって、議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

 ここで執行部の方は退席されても結構でございます。御苦労さまでした。 

 次に、意見書案第１号義務教育における３０人以下学級の実現を求める意見書の提出について

を議題とします。 

 意見書案第１号について、意見のある方は御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 なければ、以上で意見書案第１号についての意見を終結いたします。 

 続いて、討論を行います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 なければ、以上で討論を終結いたします。 

 これより意見書案第１号について採決いたします。 

 採決は挙手により行います。 

 意見書案第１号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○守屋委員長 挙手全員であります。よって、意見書案第１号は原案のとおり可決されました。 

 以上を持ちまして本委員会に付託されました案件審査は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員長報告書の作成は委員長一任ということで御異議ありませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○守屋委員長 御異議なしと認めます。よって、委員長報告書の作成は委員長一任と決定いたし

ました。 

 これをもちまして教育民生常任委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 
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                午後０時３０分閉会 

 


